
 

『正解
せいかい

のない問題集
もんだいしゅう

』
」

から、命
いのち

について

の話
はなし

です。 

サラは、大
だい

のおばあちゃん子
こ

。おばあちゃ

んが大好き
だいす   

です。そのおばあちゃんが、余命
よ め い

宣告
せんこく

を受けました
う     

。（「あと○ヶ月
  かげつ

しか

生きられない
い      

」など言われる
い    

こと） 

サラは、おばあちゃんに会う
あ  

たびに「早く
はや  

治療
ちりょう

して、長
なが

生き
い  

してよ」と伝えて
つた    

います。しかし、おばあちゃんは笑って
わら    

ご

まかすばかりです。 

言う
い  

ことを聞いて
き   

くれないことに、サラはもどかしさを

感じます
かん     

。でも、どこかすがすがしい感じ
かん  

のおばあちゃんを

見て
み  

、これ以上
いじょう

は言わない
い    

方
ほう

が良い
よ  

のかな、とも思う
おも  

のです。 

さて、皆さん
みな    

はどう考えます
かんが     

か。大好き
だいす   

なおばあちゃんは、

治療
ちりょう

をするつもりはなさそうです。治療
ちりょう

しなければ、死んで
し   

しまいます。それでいいのでしょうか。おばあちゃんが「治療
ちりょう

するよ」と言う
い  

まで、もっとしつこくサラは言った
い   

方
ほう

が良い
よ  

のでしょうか。治療
ちりょう

するかどうかを決める
き   

のは、誰
だれ

なのでし

ょうか。とっても深い
ふか  

問題
もんだい

だと思い
おも  

ます。    村越 新 

いのち    はなし 


